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ここでは、人の手によって描かれる

街の絵にはどのようなものがあるか

を分類して紹介する。

右の図は主な絵をグループ化して 2

軸に布置したものである。横軸は絵

の描画レベルの高さを、縦軸は街で

みられる数の多さを表している。青

色は合法的に描かれた絵を、赤色は

違法に描かれた絵を表している。尺

度は相対的なものであり、おおよそ

の傾向として見ていただきたい。

描画レベルは、手が込んでいる程度や

上手さのことであり、時間をかけた絵

や大きな絵ほど右に配置されている。

左のものほど、幼い絵や殴り書きのよ

うなもの、短時間で描かれるものや小

さいものが配置されている。

当然のことながら、合法的な絵の方が

描画レベルは高い傾向にある。全体的

に描画レベルが低いものの方が数は多

く、街でよく目にすることになる。
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� Chapter 1  街の絵にはなにがあるか

街の絵の種類と分類 
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